
 

 

 

 

「保険者と介護支援専門員が共に行うケアマネジメントの質の向上ガイドライン」の概要 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

第１章 介護支援専門員の行うケアマネジメントの質の向上 

第２章 ケアプラン点検によるケアマネジメントの質の向上 
第３章 多職種との連携・協働による 

ケアマネジメントの質の向上 

〇 ケアマネマネジメントの質を向上させるためには、ケアプランが適切に作成されているかの確認が大切 

〇 ガイドラインでは、ケアプランに着目した手法によるケアマネジメントの質の向上について記載 

       ①ケアプラン点検   ②多職種との連携・協働 

 

 

介護保険制度の目指す「自立支援」の理念を実現すること 

<介護支援専門員の行うケアマネジメントの質を向上させる手法> 

 
（１）保険者の事前準備 

（２）介護支援専門員の 

   面談準備 

（３）保険者の面談前準備 

（４）面談 

（５）面談後 

<介護支援専門員の行うケアマネマネジメントの質を向上させる意義>  

<本ガイドラインを活用したケアプラン点検の特徴> 

<ケアプラン点検の具体的方法> <ケアプラン点検で活用するシート> 

左記（２）（３）（４）で、次のシートを活用する。 

リ・アセスメント支援シート  

〇 介護支援専門員が面接で得た情報と介護支援専門員の判断を記

載することで自らのアセスメントを振り返るとともに、ケアプラ

ン第２表の「生活全般の解決すべき課題（ニーズ）」を適切に導

き出すことができる。 

〇 ケアプラン点検で活用する理由 

① 介護支援専門員が事前にアセスメントを自己点検するため 

② 保険者と介護支援専門員が認識を共有するため 

ケアプラン確認シート  

〇 主にケアプラン第２表の構造を示しており、ケアプラン第２表が

適切に作成されているかを確認できる 

面談ポイントシート  

〇 保険者が介護支援専門員との面談を効率的かつ効果的に行える

ように質問の準備をするために活用する。 

※保険者が点検に取り組みやすいように

「サービス付高齢者住宅の入居者」「独居

で認知症」等の３つの具体例を参考に掲載 

<多職種との連携・協働によるケアマネジメントの質の向上の具体的方法> 

 

   
困難ケース 

発生 

 

（１） 

介護支援 

専門員による

自己点検 

（２） 

地域包括支

援センター

等への相談 

（３） 

地域ケア会議

での多職種と

の連携・協働 

リ・アセスメント支援シート 

 

ケアマネジメントの課題整理シート  

〇 介護支援専門員が困難ケースの課題を整理するために活用する。 

〇 ケアプラン第２表が原型 

〇 ケアプラン第２表が適切に作成されていないと、課題が適切に抽出

できないためリ・アセスメント支援シートとの併用が望ましい。 

未解決 

地域ケア会

議で検討す

べきケース 

〇 介護支援専門員が支援困難であると感じたケースが発生した場合に

下図の流れに沿って「多職種との連携・協働」によってケアマネジメ

ントの質の向上を図る。 

ケアマネジメントの質の向上 ケアマネジメントの質の向上 ケアマネジメントの質の向上 

介護支援専門員の気付き⇒ 解決 地域包括等の助言⇒ 解決 多職種との連携と協働⇒ 解決 

特徴１ ケアプラン点検で、介護支援専門員のケアマネジメントの質の向上を図ることを目的としている。 

特徴２ 専門職でなくてもケアプラン点検を円滑かつ適切に実施できる。 

 

<多職種との連携・協働に活用するシート> 

〇 介護支援専門員はシートを活用し、地域ケア会議に積極的に困難ケ

ースを提出してケアマネジメントの質を向上させることが望ましい。 


